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１．平成28年10月期第2四半期の連結業績（平成27年11月1日～平成28年4月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売  上  高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰
属する四半期純

利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年10月期第2四半期 25,431 18.2 2,841 2.1 3,104 △0.6 2,229 △12.3 
27年10月期第2四半期 21,524 17.1 2,784 28.4 3,124 23.9 2,541 58.6 

（注）包括利益 28年10月期第2四半期 1,391百万円（△67.1 ％） 27年10月期第2四半期 4,234百万円（111.3％） 

1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

28年10月期第2四半期 48.57 － 
27年10月期第2四半期 55.39 － 

(2) 連結財政状態

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
百万円 百万円 ％ 

28年10月期第2四半期 65,816 50,510 70.7 
27年10月期 64,051 49,466 71.1 
（参考）自己資本  28年10月期第2四半期 46,508百万円 27年10月期 45,563百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期  末 合  計 
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年10月期 － 5.00 － 7.00 12.00 
28年10月期 － 6.00 
28年10月期(予想) － 7.00 13.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

３．平成28年10月期の連結業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する当期

純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通    期 47,000 14.3 3,700 △25.0 4,300 △24.4 3,000 △28.5 65.35 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有 

詳細に関しましては、本日（平成28年6月8日）公表いたしました「第２四半期累計期間の業績予想と実績
の差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



※注記事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 
  新規 ―社 （社名） 、除外 ―社 （社名） 
  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 
（注）詳細は添付資料P4「（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

（注）詳細は添付資料P4「（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 
(4) 発行済株式数（普通株式）  
① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年10月期2Ｑ 51,849,917株 27年10月期 51,849,917株 
② 期末自己株式数 28年10月期2Ｑ 5,941,190株 27年10月期 5,947,940株 
③ 期中平均株式数(四半期累計) 28年10月期2Ｑ 45,906,094株 27年10月期2Ｑ 45,894,001株 
（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員持株会信託型

ESOPの保有する当社株式数が含まれております。 
 
 

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
書類3ページ（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

主として農薬原体（農薬の有効成分）の製造・販売を行う当社グループは、常に高品質かつ安

定的な製品供給に取り組んでおります。当四半期では、国内市場における普及拡販、アジア・北

米市場の需要増に対応した調達及び供給の最適化に努め、主力製品の販売を着実に拡大させてま

いりました。 

また、当社グループのもう一つの主力事業であります化成品事業においては、既存顧客への安

定的な製品供給に努めることに加え、付加価値の高い新規製品の開発にも意欲的に取り組んでま

いりました。 

 

以上の結果、当四半期における当社グループの業績は、 

・売上高は254億3千1百万円（前年同四半期比39億7百万円増／18.2%増） 

・営業利益は28億4千1百万円（同5千7百万円増／2.1%増） 

・経常利益は31億4百万円（同1千9百万円減／0.6%減） 

・親会社株主に帰属する四半期純利益は22億2千9百万円（同3億1千2百万円減／12.3%減） 

となりました。主力製品の販売拡大が売上高の大幅な増加に貢献いたしました。営業利益に関し

ましては、為替リスクの低減に努めているものの、主に為替が円高に推移したことや、研究開発

費をはじめとした販管費の増加等による利益の圧迫を受け、微増益にとどまりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益の減少は、前期において知的財産権の譲渡益がスポットで発生したこ

とが主因であります。 

 
 

セグメントごとの売上高及び営業利益（以下、「セグメント利益」という）は以下のとおりで

あります。 

 

 

＜農薬事業＞                                 

 

前第２四半期       当第２四半期     増減金額    増減比率 

（百万円）         （百万円）     （百万円）     （％）

売上高          14,158           18,355      ＋4,197     ＋29.6 

セグメント利益       2,819           2,976        ＋157      ＋5.6 

 

農薬原体を主品目とした農薬事業につきましては、売上面では、海外向けの水稲用及び畑作用除

草剤原体等の売上が増加し増収となりました。損益面では、為替変動や販管費増加等の影響を受け

たものの、前述の増収が利益額を押し上げ、増益となりました。 

 

 

 

＜化成品事業＞ 

 

前第２四半期       当第２四半期     増減金額    増減比率 

（百万円）        （百万円）      （百万円）     （％） 

売上高           6,624           6,300       △324      △4.9 

セグメント利益        321             297        △24      △7.7 

 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主品目とした化成品事業につきまして

は、売上面では、樹脂原料等の売上が増加したものの、医薬中間体等の売上の減少が業績に影響し

減収となりました。損益面では、原燃料価格の低下が好影響を与えたものの、前述の医薬中間体等

の減収の影響を受け、減益となりました。 
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(2) 財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産の残高は、売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加を主因として、380億1千7百万円

（前連結会計年度末は346億8千万円）となりました。 

固定資産の残高は、投資有価証券の減少等により、277億9千9百万円（同293億7千万円）とな

りました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて17億6千5百万円増の658億1千6百万円となりま

した。 

（負債） 

流動負債の残高は、支払手形及び買掛金等の増加により、110億7千1百万円（前連結会計年度末

は97億2千5百万円）となりました。 

固定負債の残高は、繰延税金負債等の減少により、42億3千4百万円（同48億5千9百万円）とな

りました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて7億2千1百万円増の153億6百万円となりまし

た。 
（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金の増加を主因として、前連結会計年度末に比べて10億4千3百万円増

の505億1千万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較し

て6億8千4百万円減少し、95億3千5百万円となりました。 

＜営業活動におけるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加及び

たな卸資産の増加による資金の減少はありましたが、仕入債務の増加及び税金等調整前四半期純利

益を主な要因として2億1千7百万円の収入（前年同四半期は14億6千7百万円の収入）となりました。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得

による支出がありましたが、有形固定資産の売却及び国庫補助金による収入を主な要因として、1千

9百万円の収入（前年同四半期は4億1千万円の支出）となりました。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入による収入

がありましたが、短期借入金の減少及び配当金の支払いを主な要因として、9億1千9百万円の支出

（前年同四半期は8千8百万円の収入）となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、下半期において為替が想定レートより大きく円高に振れることが

見込まれ、販売計画にも下振れが見込まれることから、平成27年12月15日に公表しました通期業績

予想を修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（平成28年6月8日）公表いたしました「第２四半期累計期間の業績予

想と実績の差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

また、実際の業績は今後も様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。 

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定でおります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
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(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上

するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしまし

た。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２

四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組

替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動

を伴わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキ

ャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連

結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フロ

ーは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）および事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

（有形固定資産の減価償却の方法） 

当第２四半期連結会計期間より、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物については、改正後の法人税法に規定する減価償却の方法によっております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成26年11月１日  至  平成27年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

14,158 6,624 20,783 741 21,524 － 21,524 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 16 16 423 439 △439 － 

計 14,158 6,641 20,799 1,164 21,963 △439 21,524 

セグメント利益 2,819 321 3,141 64 3,205 △421 2,784 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△421百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成27年11月１日  至  平成28年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

18,355 6,300 24,656 775 25,431 － 25,431 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 14 14 509 523 △523 － 

計 18,355 6,314 24,670 1,284 25,954 △523 25,431 

セグメント利益 2,976 297 3,273 37 3,311 △470 2,841 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△470百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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